








先天性腎奇形のマススクリーニングには尿β2 マイクログロブリンの測定が最も適当であ

り、SRID 法を用いた同一孔多検体同時測定は尿β2マイクログロブリン測定の簡素化と低

コスト化が測られた。本法を用いた 1200 検尿検体より 8検体の尿β2マイクログロブリン

高値検体が発見された。これらのなかにはウイルス感染症によるものが多く含まれている

可能性が示唆された。 


